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■もちつき■１．１７ 

「今年は、お餅つきないのですか？子どもが楽しみにしていて…。できれば土曜日だと小学生の

兄も来られてうれしい」と K さんに言われ、土曜に行いました。 

もち米を蒸かし終わると、臼の周りに子どもたちの行列が自然にできました。もち米がどうなっ

ていくのか気になり、どんどん臼に近づいてくる子どもたち。大人は危ないとヒヤヒヤ…。でも、

臼に近づくと危ないということに気付いた S くんが、みんなに声をかけてくれました。そして、S

くんがまずは 1 番最初についてみることに。さすが、S くん！1 年生ということもあって持ち方、

構え方、そして何よりも力加減が上手でした。同じく 1 年生の Y ちゃんも今年は袖をまくってや

る気満々！つくのも力強く、腰がはいっていてかっこよかったです。 

それを見ていた幼稚園児や小さい子も気合十分！1 歳の M ちゃんもパパと一緒にぺったんぺっ

たんと一生懸命ついてくれました。今年はほとんどの参加者の方がついてくれ、とてもおいしいお

餅ができました。 

   

今はスーパーに行けば、いつでも簡単に買えてしまいますが、このように臼と杵を使ってお餅を

つくということは、経験できなくなってしまっています。たいむでは 1 年に 1 回でもみんなで集

まって、力を合わせてこのような体験ができたらと思っています。参加していただいた方、ご協力

ありがとうございました。(の) 

   



■エアコンの風でたこあげ？！■ 

久しぶりにたいむに来室した H くん。すっかりお兄さんになって、お話も上手になっていまし

た。お姉ちゃんの Y ちゃんが工作をしていると、H くんもお姉ちゃんと同じように工作を始めま

した。何を作っているのかな？？？周りの大人が H くんに注目しました。すると H くんは「見て！

凧！」と嬉しそうに持ち上げました。しかしながら、室内だったので凧は揚がることなく、H くん

はがっかり…。お母さんに「外で風がないと無理だよ」と言われ,さらにがっかり…。そんな時、エ

アコンの下にいた H くんに向けて、エアコンの風が突然強く吹きました。「うわぁ！風だ！！」H

くんは大喜び。その後、エアコンに向けて一生懸命、作った凧を向けていました。（の） 

   

 

■何をしているのかな〜？■ 

   

Y ちゃんと S ちゃんがなにやらこそこそ…。すると、うさぎが出てきました。そして、Y ちゃん

は上手にお話が読めるので「昔、昔あるところに…」とお話を始めました。それに気づいた    

K ちゃん。一緒にやりたくて、Y ちゃんと S ちゃんが風呂敷をドレス代わりにしているのを見て、

同じように風呂敷をまきました。でも、恥ずかしくてもじもじ…。そんな時、Y ちゃんと S ちゃん

の間に隙間ができたので K ちゃんはそこへすっと座りました。すると K ちゃんは嬉しそうに笑っ

て、一緒に人形を動かし始めました。「仲間に入れて」って言ったら？とつい大人は言ってしまい

ますが子どもはそんなひと言がなくても自然に一緒に遊ぶことができてしまうのですね！（の） 



■今月のあ・そ・BU■「あ・そ・BU」は石井ゼミの学生が開始から終了まで、責任をもって

運営する学生主体の広場です。月 2～３回、火曜日のゼミの日を使って行っています。 

20 日（火）もちつき 

もちつきをしたことがない学生も多く、もち米を前日にとぎ水に浸し、臼・杵を水につけるとこ

ろから、手探りで始めました。約８㎏のもち米を、当日は、蒸す係、つく係、「つき上がった餅を

味付けする係それぞれを体験することを目標に行いました。しかし、この日の学生は、もちをつく

ことで一生懸命＋手いっぱいになりました。行事ごとの難しさを体感しました。 

子どもたちは、そのまま穏やかな日差しの下で、中庭で砂遊びをしていました。 

  

２７日（火）お正月遊び 

簡単なたこを作って子どもたちと揚げてみたいというところから、「お正月遊び」の企画に結び

つきました。内容は、2 号館（附属幼稚園側の建物）リズム室で、たこ作りコーナー、コマ遊びコ

ーナー、新聞紙プールコーナーなどを設定して行いました。 

当日は夜半からの冷たい雨が上がったばかりで、来てくれるのかと心配しましたが、いつも来て

くださる３人組（F くん、E ちゃん、K ちゃん）はオープンと同時に元気な顔を見せてくださいま

した。そこでの 1 コマ。石井：「あと２回で、この企画もお終いなんです」と伝えると、母：「そ

うですよね、学生さんも卒業ですよね」とおっしゃいながら、母：「再開はいつですか？」と質問

が返ってきました。石井：「来年もゼミでやろうと思っているのですが、前期は実習なんかがあっ

て難しいので、また後期からやろうかと…」母たち：「えー、そんなにしないんですか！」「そうで

すよね、学生さんも忙しいですよね…」 

このやりとりは、反省会の時にも学生に伝え、こんなに自分たちの活動を楽しみにして来てくれ

ているということを実感しました。また、3 人のお子さんのいる T さんも「今日は（長女の）プー

ルをお休みしてきてみました」とおっしゃっていました。学生諸君、責任重大ですよ！（い） 

  


